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中
国
の
経
済
的
台
頭
は
地
域
の
力
（
パ
ワ
ー
）
の
分
布
に
影
響
を

与
え
、
国
際
秩
序
の
流
動
を
促
し
て
い
る
。
中
国
は
い
ま
、
国
際
政

治
の
力
学
の
変
化
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

改
革
開
放
路
線
の
下
、
中
国
共
産
党
は
長
期
に
高
度
成
長
を
実
現

し
、
長
期
に
一
党
支
配
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
れ
を
習
近
平
共
産
党

総
書
記
は
「
二
つ
の
奇
跡
」
と
呼
ぶ
。
発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
経

済
成
長
と
政
治
秩
序
の
安
定
を
同
時
に
実
現
し
た
例
は
少
な
い
。

　
「
中
国
は
世
界
の
中
心
に
躍
り
出
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
習
近
平

が
自
負
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
実
績
は
中
国
指
導
部
の
自
己
認
識

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
二
月
、
当
時
、
国
家
副
主
席
で
あ
っ
た
習
近
平
は
、

中
国
と
米
国
を
「
広
大
な
太
平
洋
両
岸
に
あ
る
大
国
」
と
語
っ
た
。

「
大
国
」
と
は
「
世
界
の
平
和
の
問
題
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る

パ
ワ
ー
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
国
家
主
席
と
な
っ
た
習
近
平

は
、
オ
バ
マ
大
統
領
に
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
も
同
じ
言
葉
を
伝
え

て
い
た
が
、
二
一
年
一
一
月
に
な
っ
て
言
葉
は
変
わ
っ
た
。
米
中
首

脳
会
談
で
習
近
平
主
席
は
「
地
球
は
中
国
と
米
国
の
両
国
が
共
同
の

発
展
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
十
分
な
広
さ
が
あ
る
」
と
バ
イ
デ
ン
大

統
領
に
訴
え
た
。
こ
れ
ら
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
一
〇
年
の
間

に
、
中
国
は
太
平
洋
の
大
国
か
ら
世
界
の
大
国
へ
と
伸
張
し
た
。
自

ら
の
対
外
行
動
を
「
中
国
の
特
色
あ
る
大
国
外
交
」
と
い
う
中
国
は
、

外
交
を
通
じ
て
世
界
の
平
和
の
問
題
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
た

め
の
パ
ワ
ー
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
パ
ワ
ー
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
、
つ
か
う
の
か
。
本
稿
は
、

慶
應
義
塾
大
学
教
授

加
茂
具
樹

二
〇
二
〇
年
、
中
国
は
鄧
小
平
が
掲
げ
た
社
会
主
義
長
期
戦
略
の

小
康
状
態
到
達
を
宣
言
、
共
産
党
一
党
支
配
に
自
信
を
深
め
る
。

自
国
の
利
益
や
価
値
体
系
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
、
す
な
わ
ち

作
ら
れ
た
制
度
に
埋
め
込
ま
れ
た
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
パ
ワ
ー
＿
＿

制
度
性
話
語
権
こ
そ
が
、
中
国
の
動
力
源
と
な
る
。

か
も　

と
も
き　

二
〇
〇
二
年
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）。
在
香
港
総
領
事
館
専

門
調
査
員
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
香
港
総
領
事

館
領
事
を
歴
任
し
、
現
職
。
編
・
著
書
に
『
十
年

後
の
中
国
』『
現
代
中
国
の
政
治
制
度
』『「
大
国
」

と
し
て
の
中
国
』『
中
国
対
外
行
動
の
源
泉
』『
現

代
中
国
政
治
と
人
民
代
表
大
会
』
な
ど
。

「
制
度
性
話
語
権
」で
二
〇
三
五
年
に
向
か
う
中
国

—
—

制
度
を
つ
く
り
、
実
行
さ
せ
る
国
家
パ
ワ
ー
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中
国
の
対
外
行
動
を
自
立
し
た
も
の
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
国
内

政
治
の
文
脈
を
踏
ま
え
内
在
的
理
解
に
努
め
る
。
対
外
行
動
を
通
じ

て
獲
得
を
目
指
す
国
益
や
そ
の
実
現
の
あ
り
方
と
い
う
国
家
の
選
好

は
、国
内
政
治
を
通
じ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
、指
導
部
は
中
長
期
の
成
長
戦
略
で
あ
る「
国

民
経
済
社
会
第
一
四
次
五
ヵ
年
計
画
と
二
〇
三
五
年
将
来
目
標
」（
中

長
期
戦
略
）を
発
表
し
た
。
そ
こ
に
は
指
導
部
の
現
状
認
識
と
目
標
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
示
さ
れ
て
い
る
。
目
標
に
到
達
す

る
た
め
に
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
何
か
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
の
手
段
と
は
何
か
。

「
新
た
な
発
展
段
階
」
と
い
う
現
状
認
識

　

中
国
経
済
は
、
高
度
成
長
の
段
階
を
終
え
て
、
上
位
の
中
所
得
国

の
水
準
に
到
達
し
た
。
指
導
部
は
、
自
国
が
「
新
た
な
発
展
段
階
」

に
達
し
た
と
定
義
し
た
（
加
茂
・
本
誌
六
六
号
）。
そ
の
根
拠
は
、

国
内
総
生
産
が
一
〇
〇
兆
元
を
越
え
、一
人
当
た
り
国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
が
一
万
ド
ル
を
超
え
た
こ
と
、
そ
し
て
絶
対
貧
困
（
中
国
政

府
の
基
準
で
年
間
収
入
二
三
〇
〇
元
以
下
）
の
撲
滅
を
実
現
し
た
こ

と
に
よ
る
。

　

佐
々
木
貴
俊
ら
の
研
究
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
規
模
が
三
五
年
ま
で
に
倍

増
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
（「
日
本
銀
行
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー

シ
リ
ー
ズ
」
二
一
年
五
月
）。
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
は
、

三
三
年
に
は
中
国
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
米
国
を
上
回
る
可
能
性
と
、

六
〇
年
ま
で
に
米
中
が
再
逆
転
す
る
見
通
し
を
示
し
て
い
る
（「
第

七
回 

ア
ジ
ア
経
済
中
期
予
測
」
二
〇
二
一
年
一
二
月
）。
著
名
な
国

際
政
治
学
者
の
閻
学
通
は
、
一
〇
年
後
の
世
界
で
は
、
い
か
な
る
国

も
そ
の
国
力
は
米
国
の
四
分
の
一
、
中
国
の
二
分
の
一
に
満
た
ず
、

米
中
の
二
つ
の
超
大
国
が
競
争
す
る
世
界
が
到
来
す
る
と
予
想
し
た

（『
大
国
領
導
力
』二
〇
年
）。米
中
覇
権
競
争
は
長
期
的
傾
向
と
な
る
。

　

指
導
部
は
い
ま
、
こ
の
中
国
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
の
可
能
性
を

模
索
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
構
想
が
、
二
〇
年
一
一
月
に
発
表
し

た
中
長
期
戦
略
で
あ
る
。
一
五
年
の
時
間
を
か
け
て
中
国
は
、
一
人

当
た
り
国
内
総
生
産
が
先
進
国
の
中
等
水
準
と
な
り
、
人
民
の
全
て

が
「
と
も
に
豊
か
に
な
る
（
共
同
富
裕
）」
目
標
を
設
定
し
た
。

　

構
想
の
射
程
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
延
び
る
。
五
〇
年
ま
で
の
二

段
階
の
長
期
戦
略
「
二
つ
の
一
〇
〇
年
の
奮
闘
目
標
」
で
あ
る
。
そ

の
第
一
段
階
は
小
康
社
会
の
全
面
的
な
完
成
で
あ
り
、
二
一
年
七
月

の
中
国
共
産
党
創
立
一
〇
〇
周
年
祝
賀
記
念
式
典
で
、
す
で
に
目
標

は
達
成
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
二
段
階
目
の
目
標
は
、

建
国
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
五
〇
年
ま
で
に
富
強
で
、
民
主
的
で
、
文

明
的
で
、
調
和
の
取
れ
た
、
美
し
い
社
会
主
義
現
代
化
強
国
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
強
国
」
と
は
「（
国
際
社
会
か
ら
）
侮
ら
れ
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な
い
国
家
」
と
い
う
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
大
国
外
交
」
を
通
じ

て
実
現
さ
れ
る
。
習
近
平
に
よ
れ
ば
、
こ
の
道
を
歩
む
中
国
は
、
経

済
成
長
の
た
め
に
「
平
和
的
な
発
展
」
を
追
求
す
る
が
、
そ
の
た
め

に
主
権
や
領
土
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
譲
歩
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
他

国
に
中
国
は
譲
歩
す
る
と
思
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

　

指
導
部
が
示
し
た
こ
の
中
長
期
戦
略
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
鄧
小

平
が
提
起
し
、
歴
代
の
指
導
部
が
悲
願
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
小

康
社
会
の
全
面
的
完
成
を
実
現
し
た
と
宣
言
し
た
二
〇
二
一
年
か

ら
、
社
会
主
義
現
代
化
強
国
の
完
成
に
到
る
ま
で
を
一
本
の
線
で
示

し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
道
は
、現
実
に
は
平
坦
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

習
近
平
指
導
部
は
歴
代
の
指
導
部
と
同
様
に
、「
摸
着
石
頭
過
河
」、

す
な
わ
ち
模
索
し
な
が
ら
歩
む
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。

　

そ
の
最
大
の
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
国

内
要
素
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
口
は
三
二
年
に

な
る
と
減
少
に
転
じ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
年
齢
人
口
は

ピ
ー
ク
を
越
え
、
人
口
動
態
は
楽
観
的
な
将
来
展
望
を
示
さ
な
い
。

す
で
に
経
済
格
差
は
深
刻
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
指
導
部
は

中
長
期
的
に
経
済
成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
動
力
の
確
保
を

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
創
業
を
支
援
し
、
国
内
消

費
と
格
差
是
正
を
促
す
成
長
戦
略
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
爆
発
と
米
中
関
係
が
戦
略
的
競
争
と
い
う
新
た

な
関
係
に
よ
り
不
安
定
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
指
導
部
を
さ
ら
に
過

酷
な
情
況
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

　

指
導
部
は
い
ま
、
自
国
が
「
新
た
な
発
展
段
階
」
に
到
達
し
た
と

定
義
し
て
い
る
。
こ
の
「
新
た
な
」
と
い
う
語
彙
選
択
に
は
、
中
国

経
済
の
発
展
段
階
の
変
化
が
政
治
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
、
そ
し

て
変
化
に
対
す
る
警
戒
の
強
さ
が
反
映
し
て
い
る
。

 「
新
た
な
発
展
段
階
」へ
の
到
達
に
、指
導
部
は「
社
会
の
主
要
矛
盾
」

の
変
化
を
見
て
い
た
。
主
要
矛
盾
と
は
、
指
導
部
が
設
定
す
る
優
先

し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
政
策
課
題
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
〇

年
代
の
指
導
部
は
「
日
増
し
に
増
大
す
る
物
質
面
・
文
化
面
の
需
要

と
遅
れ
た
社
会
的
生
産
と
の
矛
盾
」
と
定
義
し
、現
在
の
指
導
部
は
、

「
日
増
し
に
増
大
す
る
素
晴
ら
し
い
生
活
へ
の
需
要
と
発
展
の
不
均

衡
と
不
十
分
と
の
矛
盾
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
前
者
は
高
度
経
済

成
長
期
の
中
国
社
会
が
表
出
す
る
「
経
済
成
長
の
量
の
向
上
」
の
要

求
で
あ
り
、
後
者
は
「
新
た
な
発
展
段
階
」
に
あ
る
中
国
社
会
が
表

出
す
る
「
経
済
成
長
の
質
の
向
上
」
の
要
求
で
あ
る
。
近
年
、
習

近
平
指
導
部
が
掲
げ
て
い
る
「
と
も
に
豊
か
に
な
る
（
共
同
富
裕
）」

社
会
の
実
現
と
い
う
目
標
は
、「
経
済
成
長
の
質
の
向
上
」
の
要
求

へ
の
応
答
で
あ
る
。

 

「
新
た
な
発
展
段
階
」
に
到
達
し
た
指
導
部
は
、
一
つ
の
問
題
に
直

面
す
る
は
ず
だ
。
高
度
成
長
の
段
階
を
終
え
て
、
上
位
の
中
所
得
国
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の
水
準
に
到
達
し
た
社
会
が
表
出
す
る
要
求
は
、
高
度
経
済
成
長
の

段
階
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
は
、
急
速
な
経
済
成
長
と
、
こ

れ
に
伴
う
国
際
的
な
影
響
力
の
上
昇
に
転
じ
た
実
績
へ
の
支
持
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
指
導
部
の
実
績
へ
の
支
持
と
、
一
党
支
配
へ

の
同
意
、
す
な
わ
ち
支
配
の
正
統
性
は
別
で
あ
る
。
人
々
が
表
出
す

る
新
し
い
要
求
に
指
導
部
が
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

人
々
は
共
産
党
に
一
党
支
配
す
る
権
利
を
認
め
る
だ
ろ
う
か
。

共
産
党
支
配
の
正
統
性
は
ど
こ
に

　

あ
る
政
治
体
制
の
持
続
を
考
え
る
う
え
で
、
そ
の
最
も
根
源
に
あ

る
問
い
と
は
、
国
民
が
、
ど
の
よ
う
に
支
配
の
正
統
性
を
与
え
て
い

る
の
か
、
で
あ
ろ
う
。

　

共
産
党
に
は
支
配
の
正
統
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
々
が
指
導

部
の
執
政
に
実
績
を
認
め
、
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
は
中
国
社
会

に
適
し
た
政
治
体
制
だ
と
い
う
共
通
の
了
解
を
得
ら
れ
た
場
合
に

は
、共
産
党
は
支
配
の
正
統
性
を
獲
得
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
を「
実

績
に
よ
る
正
統
性
」
と
呼
ぶ
。
で
は
、
執
政
の
実
績
が
不
十
分
な
場

合
中
国
社
会
の
人
々
は
、
共
産
党
一
党
支
配
に
同
意
す
る
の
か
。
共

産
党
一
党
支
配
の
脆
弱
性
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

共
産
党
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
来
、
開
発
主
義
と
定
義
で
き
る
改

革
開
放
路
線
を
歩
ん
で
き
た
。
歴
代
の
指
導
部
は
、
経
済
成
長
に
貢

献
す
る
国
内
環
境
と
国
際
環
境
の
構
築
を
政
策
目
的
に
掲
げ
て
き

た
。
共
産
党
の
役
割
と
は
、
安
定
し
た
国
内
政
治
と
社
会
環
境
を
維

持
し
、
そ
し
て
安
定
し
た
国
際
環
境
、
す
な
わ
ち
覇
権
国
で
あ
る
米

国
と
の
間
に
安
定
し
た
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
共
産
党

は
、
こ
の
役
割
を
果
た
し
、
実
績
へ
の
支
持
を
獲
得
し
て
き
た
。

　

天
安
門
事
件
を
経
験
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
指
導
部
が
、
ど

の
よ
う
に
支
配
の
正
統
性
の
脆
弱
性
を
補
い
、
実
績
へ
の
支
持
の
積

み
上
げ
に
努
め
て
き
た
の
か
。
そ
の
理
屈
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

天
安
門
事
件
の
直
後
、
九
〇
年
三
月
に
江
沢
民
共
産
党
総
書
記
、

楊
尚
昆
国
家
主
席
、
李
鵬
国
務
院
総
理
が
鄧
小
平
の
下
を
赴
き
、
国

際
情
勢
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
こ
の
時
の
鄧
小
平
は
、
東
欧
諸
国
の

政
治
体
制
が
動
揺
し
て
い
る
実
態
を
観
察
し
、
人
々
が
政
治
に
求
め

て
い
る
こ
と
は
経
済
的
な
豊
か
さ
の
実
現
で
あ
る
と
分
析
し
、
指
導

部
に
対
し
て
経
済
成
長
に
注
力
す
る
よ
う
檄
を
飛
ば
し
て
い
た
。
こ

れ
を
受
け
て
指
導
部
の
基
本
方
針
は
、
人
々
の
経
済
的
に
豊
か
に
な

り
た
い
と
い
う
要
求
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
執
政
に
対
す
る
支

持
を
獲
得
す
る
、と
し
た
。
そ
の
後
に
指
導
部
は
、こ
の
実
績
を
も
っ

て
、
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
は
中
国
社
会
に
適
し
た
政
治
体
制
で

あ
る
と
い
う
共
通
の
了
解
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
支
配
の
正
統
性

の
獲
得
に
尽
力
し
て
き
た
。
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こ
れ
に
加
え
て
、
当
時
の
指
導
部
は
「
社
会
主
義
と
愛
国
主
義
は

本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
整
理
の
下
、
支
配
の
正
統
性
を

獲
得
す
る
た
め
に
愛
国
主
義
を
活
用
し
た
。
天
安
門
事
件
を
は
じ
め

東
欧
諸
国
の
政
治
体
制
の
崩
壊
や
ソ
連
国
家
の
解
体
は
、
社
会
主
義

の
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
有
効
性
を
突
き
崩
し
、
指
導
部
に

支
配
の
正
統
性
を
支
え
る
論
理
の
再
構
築
を
迫
っ
て
い
た
。
指
導
部

は
「
愛
国
」
と
「
愛
党
」
に
注
目
し
た
。
人
々
を
愛
国
主
義
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
動
員
し
、
共
産
主
義
革
命
の
歴
史
物
語
の
学
習
を
通
じ
て

共
産
党
の
行
動
の
前
衛
性
や
、
倫
理
的
な
、
道
徳
的
な
正
し
さ
を
訴

え
な
が
ら
、
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
は
中
国
社
会
に
と
っ
て
適
し

た
政
治
体
制
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
了
解
を
醸
成
す
る
。
こ
う
し
て

支
配
の
正
統
性
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

共
産
党
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
党
史
は
、
支
配
の
正
統
性
を
獲
得

す
る
た
め
の
重
要
な
道
具
で
あ
っ
た
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
が

二
〇
二
一
年
一
一
月
に
採
択
さ
れ
た
「
共
産
党
の
一
〇
〇
年
奮
闘
の

重
大
成
果
と
歴
史
的
経
験
に
関
す
る
党
中
央
の
決
議
」（
歴
史
決
議
）

で
あ
る
。
習
近
平
は
、
歴
史
決
議
の
意
義
を
「
党
の
歴
史
を
は
っ
き

り
さ
せ
、
党
が
か
つ
て
歩
ん
で
き
た
道
程
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ

ば
、
事
を
う
ま
く
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
毛
沢
東
の
言
葉

を
引
用
し
な
が
ら
、
党
史
の
な
か
に
正
統
性
の
源
泉
を
見
出
そ
う
と

し
て
い
た
。

　

歴
史
決
議
は
、
改
革
開
放
路
線
の
下
で
の
長
期
に
高
度
成
長
を
実

現
し
、
一
党
支
配
の
長
期
の
安
定
を
維
持
し
て
き
た
と
い
う
「
二
つ

の
奇
跡
」
を
賞
賛
し
、
こ
れ
に
支
配
の
正
統
性
を
獲
得
す
る
歴
史
物

語
と
し
て
の
役
割
を
与
え
て
い
る
。　

制
度
性
話
語
権
の
強
化
に
努
め
る
中
国
と
向
き
合
う

　

共
産
党
の
一
党
支
配
の
正
統
性
は
、
実
績
へ
の
支
持
、
共
産
党
の

歴
史
へ
の
支
持
が
支
え
て
い
る
。
外
交
も
そ
の
役
割
を
担
う
。

　

指
導
部
は
、自
ら
の
外
交
を
「
大
国
外
交
」
と
よ
ぶ
。
こ
れ
を
「
世

界
の
平
和
の
問
題
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
」
パ
ワ
ー
の
強
化
を

通
じ
て
、
中
国
の
経
済
発
展
に
貢
献
す
る
安
定
し
た
国
際
環
境
を
構

築
す
る
た
め
の
対
外
行
動
と
定
義
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
展
開
は

支
配
の
正
統
性
を
補
強
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
「
大
国
外
交
」
を
通
じ
て
指
導
部
が
強
化
し
よ
う
と
す
る
力
（
パ

ワ
ー
）
が
「
制
度
に
埋
め
込
ま
れ
た
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
パ
ワ
ー
（
制

度
性
話
語
権
）」
で
あ
る
。
こ
の
パ
ワ
ー
概
念
は
、
ス
ー
ザ
ン
・
ス

ト
レ
ン
ジ
が
提
起
し
た
「
構
造
的
パ
ワ
ー
（structural pow

er

）」

に
通
じ
る
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
持
つ
国
は
「
一
方
で
自
国
の
利
益
や
価

値
体
系
に
沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
他
方
で
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
自

国
の
利
益
に
沿
っ
て
利
用
す
る
パ
ワ
ー
を
持
つ
」（『
国
家
と
市
場
』

一
九
八
八
年
）。
中
国
は
こ
れ
を
求
め
て
い
る
。
自
国
の
経
済
成
長



外交 Vol.71 Jan./Feb. 2022 48

に
貢
献
す
る
国
際
環
境
の
構
築
に
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

一
五
年
に
発
表
さ
れ
た
第
一
三
次
五
ヵ
年
計
画
は
、「
制
度
性
話

語
権
」
と
い
う
概
念
を
初
め
て
書
き
込
ん
だ
政
策
文
書
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
公
共
財
供
給
に
積

極
的
に
参
加
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
わ
が
国

の
『
制
度
に
埋
め
込
ま
れ
た
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
パ
ワ
ー
』
を
高
め
、
幅

広
い
利
益
共
同
体
を
構
築
す
る
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
同
様
の

考
え
方
は
、二
一
年
に
発
表
さ
れ
た
中
長
期
戦
略
も
継
承
し
て
い
る
。

　

こ
の
パ
ワ
ー
を
拡
大
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
二
一

年
九
月
に
中
国
が
行
っ
た
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ

の
加
盟
申
請
で
あ
る
。
渡
邉
真
理
子
ら
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
こ

の
加
盟
申
請
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
形

成
に
向
け
た
布
石
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
整
理
で
き
る

（「
中
国
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
意
思
表
明
の
背
景
に
つ
い
て
」
二
〇
年

九
月
）。

　

い
ま
中
国
は
、
積
極
的
に
既
存
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
形
作
る
枠

組
み
や
協
定
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
主
導
し
て
新
し
い

枠
組
み
や
協
定
の
形
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
地
域
的

な
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
へ
の
署
名
や
デ
ジ
タ
ル
経
済
連

携
協
定
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
へ
の
加
盟
申
請
も
同
様
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

中
国
は
貿
易
と
投
資
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
主
導
権
の
強
化
を
目
指
し

て
い
る
。こ
う
し
て
中
国
は
世
界
と
い
う
舞
台
の
中
心
に
躍
り
出
る
。

　

米
中
関
係
は
戦
略
的
競
争
と
い
う
新
た
な
段
階
に
あ
る
。
日
本
の

課
題
は
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
る
米
中
関
係
の
な
か
で
、

日
本
の
平
和
と
繁
栄
に
と
っ
て
望
ま
し
い
国
際
環
境
を
い
か
に
構
築

す
る
か
、
に
あ
る
。

　

一
つ
は
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
米
中
関
係
の
な
か
に
日
米
同
盟

を
位
置
付
け
、
日
本
の
外
交
的
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、
い

ま
一
つ
は
日
米
同
盟
を
強
化
し
な
が
ら
も
、
深
い
経
済
的
相
互
依
存

関
係
の
あ
る
日
中
関
係
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
と
中
国

の
競
争
は
安
全
保
障
の
領
域
の
み
な
ら
ず
、
経
済
領
域
に
ま
で
拡
大

し
て
い
る
。
日
本
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
利
害
が
相
反
す
る

安
全
保
障
と
経
済
の
二
つ
の
領
域
に
対
し
て
、
二
者
択
一
で
は
な
く

い
ず
れ
に
も
向
き
合
う
た
め
の
構
想
力
で
あ
る
。

　

中
国
は
「
制
度
性
話
語
権
」
を
強
化
し
て
、「
自
国
の
利
益
や
価

値
体
系
に
沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
作
り
」
な
が
ら
、「
そ
の
シ
ス
テ
ム

を
自
国
の
利
益
に
沿
っ
て
利
用
す
る
パ
ワ
ー
の
強
化
」
に
努
め
て
い

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
二
〇
三
五
年
の
向
こ
う
側
に
ま
で
続
く
、
米
中

が
競
争
す
る
世
界
で
中
国
が
生
き
抜
く
た
め
の
力
（
パ
ワ
ー
）
で
あ

る
。
日
本
も
同
様
に
構
造
的
パ
ワ
ー
の
強
化
に
努
め
、
米
中
が
覇
権

争
い
を
展
開
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
●




